
 

 

点検結果表（規制の事前評価） 

政策の名称 
「インジウム化合物等に係る労働者の健康障害防止対策

のための規制強化」について 
府省名 厚生労働省 

根拠となる法令 
■法律      □政令     □府省令     □告示     □その他 

労働安全衛生法 

規制の区分 ■新設等              □緩和               □廃止 

点検項目 評価の実施状況 課題 

規制の目的、内容
及び必要性 

■説明あり □説明なし  

費
用
の
分
析 

遵守費用 □金銭価値化 □定量化 ■定性的記述 □負担なし □分析なし ① 

行政費用 □金銭価値化 □定量化 □定性的記述 ■負担なし □分析なし  

その他の 
社会的費用 

□金銭価値化 □定量化 ■定性的記述 □負担なし □分析なし  

便益の分析 □金銭価値化 □定量化 ■定性的記述 □分析なし  

費用と便益の 
関係の分析 

□費用便益分析 □費用効果分析 □費用分析 ■定性的な分析 □分析なし  

代
替
案 

代替案の設定 ■設定あり □想定される代替案なし □設定なし  

代替案との 
比較 

■費用・便益で比較 □費用で比較 □便益で比較 □比較なし  

レビューを行う 
時期又は条件 

■設定あり □設定なし  

【課題の説明】 

① 遵守費用 

遵守費用について、「作業主任者の選任…等」と記載しているが、費用として発生することが見込まれる

具体的な要素を可能な限り列挙し、説明することが必要である。具体的には、インジウム化合物等を提供

する者に対して、容器、包装等への当該物質の名称等の表示に係る費用が発生することが想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
【点検結果表の別紙】 

 

≪規制の影響が及ぶ範囲に係る参考情報≫ 

○ 当省の照会 

  規制の影響が及ぶ範囲を示す情報として、インジウム化合物等に係る有害物ばく露作業報告の件数が分

かれば、御教示下さい。 

 

○ 厚生労働省の説明 

労働安全衛生規則（昭和 47年労働省令第 32号）第 95条の６に基づき、インジウム及びその化合物、エ

チルベンゼン又はコバルト及びその化合物を年間 500kg以上製造し、又は取り扱う事業場からそれぞれ計

38件、434件（塗装作業のみ）、296件の有害物ばく露作業報告が提出されている。 
 


